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 (1) 文化の特質に迫ることができるものであるかどうか 
 (2) 若者文化（子どもの文化）を反映したものであるか 
 (3) 文化の相対性を考慮したものであるかどうか 




 (1) 生徒の生活や興味関心を出発点として美術における伝統・文化との接点をもつもの 
 (2) 地域に根ざす美術的な伝統をもとにするもの 
 (3) 日本の美術、文化遺産のもつ豊かさを伝達するもの 
 (4) 日本の美術の特質を西洋美術との対比によって追究するもの 





































































 本研究はJSPS科研費 JP26381294の助成を受けたものである。 
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